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子実用とうもろこし有機栽培のコツと輪作へのメリット

背 景

成 果

期待される効果

子実用とうもろこしの普及により、生産者の収益改善と有機農業取組面積の拡大に寄与する。

経常研究

収益性や輪作による土づくりの面から有望な
子実用とうもろこしは有機栽培の安定生産技術が確立していない。

協力機関：アグリシステム株式会社

３ 後作物への効果

基肥＋分施で降雨の影響を抑え
安定生産可能

抑草方法と雑草量・収量2施肥法と収量1

透排水性や地力が改善し
後作物の収量増加

中耕-培土-培土の順で
雑草を抑え減収回避
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抑草方法の違い
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問い合わせ先：中央農業試験場農業環境部生産技術グループ 電話：0123-89-2001
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